


◎水を育む森の創造

◎貴重な森の保全

◎環境に配慮した森の育成

◎木と子供たちのふれあい促進

◎みんなが集う施設への木材利用

◎くらしに活かすバイオマスの利用

木をつかう

森をつくる

◎県民と森との交流促進

◎森を知る県民活動の推進

◎県民がふれあう森の設置

森とくらす

豊かな県民生活の実現

県民と森との交流を
促進させるための拠点づくり

森林環境税は

えひめの森林づくりに役立てています

森林環境税

私たちのふるさと愛媛は、県土の7割を森林がしめる緑豊かな恵まれた環境にあります。

これらの森林は、かけがえのない県民共有の財産であり、健全な姿で次代に引き継ぐため、

森林環境税を活用し、自然との調和を図りながら「県民参加の森林づくり」を進めています。

【納める額】
　個人　年額700円
　法人　年間1,400円～56,000円
　　　　（資本金などに応じた額）
【納める人】
　県内に住所がある個人
　県内に事務所がある法人
【期　　間】
　平成27年度～平成31年度

森林環境税は、県民税均等割に上乗せする
方法で納めていただいています。

県民の
参加

県民の
協力

県民の
支援

県が使途を定めて

実施するもの

県民の皆様及び市町から取

組みを公募し実施するもの

事業方式

指定事業 公募事業
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Ⅰ 森林環境税導入の経緯 

１ 森林の働き 

(1) 森林の持つ機能の種類 

森林は、土砂の流出や崩壊を防ぐ機能、洪水や

渇水を緩和する機能、風害や潮害を防ぐ機能、騒

音や気候を緩和する機能、安らぎや憩いの場、教

育的利用の場を提供するなどの保健・文化・教育

的な機能、再生可能で環境に与える負荷も少ない

木材の生産機能などを有しており、有形・無形に

古くから私達の生活と深く関わっています。 

特に最近では、地球温暖化防止に寄与する二酸

化炭素を吸収・貯蔵する機能や多種多様な動植物

の生息・生育の場を提供する生物多様性を保全す

る機能についても国際的に関心が高まりつつあ

るなど、森林に対する期待は多様化・高度化してきています。

(2) 森林の機能の評価 

森林の機能については、本来、そのすべてを数値で評価することは不可能とされています

が、金額に置き換えることが可能な一部の公益的機能については、平成12年 9月に林野庁か

ら74兆 9,900億とその評価額が公表されており、同じように愛媛県内の森林に置き換え算定

したところ、1兆 1,267億円となっています。 

    また、平成13年11月に日本学術会議が農林水産大臣に答申した「地球環境・人間生活にか

かわる農業及び森林の多面的な機能の評価」では、年約70兆円と算定されています。 

ただし、「森林の機能は総合的に発揮されるため、森林の価値を個々に評価し、単純に集

計することは、森林の本質を正しく伝えられない可能性がある」こと、また「ひとつの機能

を評価した場合、それ以外の機能が無視される傾向がある」ことなどに注意する必要がある

としています。 

森林の持つ機能 

 

森林の持つ

機  能

水源かん養

・渇水緩和 
・洪水緩和 
・水質保全 

生活環境保全

保健文化

山地災害防止

木材等生産

・  

・土砂崩壊防止 
・土砂流出防止 
・なだれ防止
・落石防止
・浸食防止 

・レクリエーション・ 
保養教育の場の提供 

・景観の提供 
・野生生物の生息環境の保全 
・遺伝子資源の保全 

 

・湿度維持 
・CO2吸収 
・酸素供給 
・気温緩和 
・霧害・飛砂・風害 
・潮害・騒音防止 
・塵埃吸着 

・木、竹材生産 
・茸、山菜、薬草等生産 

（資料：森林ハンドブック’98） 

保健文化 木材等生産 水源かん養 
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評価額は、平成 12 年度に林野庁で実施した評価手法を用いて試算したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 愛媛の森林の現状 
               

(1) 愛媛の森林の特徴 

愛媛の森林面積は、平成28年度末現在、県総土地面積567,611haの71％に当たる401,104ha

となっており、うち民有林面積の占める割合が90％、残り10％を国有林が占めています。民

有林における人工林率は、戦後の積極的な植林によって61％（221,067ha）となっており、

その内訳はスギ48％（105,462ha）、ヒノキ49％（108,676ha）、マツその他3％（6,929ha）

となっています。 

また、県内の森林から伐り出されている素材の生産量は、平成28年末現在で 541千ｍ3で

全国第11位となっています。 

 

ス ギ ：105,462ha 48% 
ヒノキ ：108,676ha 49% 
ﾏﾂその他： 6,929ha  3% 

(H28)
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(2) 愛媛の森林の変遷 

次に時系列で愛媛の森林の概要

を見ると、平成28年の民有林森林

面積は昭和50年の359,611haに対

して359,763haと横ばいであるが、

森林の蓄積（立木の体積）は、昭

和50年の約3,362万ｍ3に対して平

成28年には1億278万ｍ3と約３倍

に増加しています。このうち、人

工林では植林による面積の増加や間伐などの保育作業の実施による植栽木の成長により蓄

積は4.4倍に増加しています。 

この人工林の年齢構成を齢級

別に見ると、昭和20年代から50

年代に植えられた充実期を迎え

た 46 年 ～ 70 年 生 の 森 林 が

150,291haと最も多く、また、除

伐や間伐が必要な16年～45年生

の森林が人工林面積の 24％

（52,637ha）を占めています。 

 
(3) 森林・林業を取り巻く状況 

人工林の拡大は、昭和30年代における豊富な農山村の労働力等に支えられ、全国的な広が

りを見せましたが、高度経済成長期に増加した急激な木材需要に応じるには、当時は若齢で

あり、利用可能な人工林が少なかったことなどから、外国産材の輸入が行われるようになり

ました。 

このため、現在は、若干回復傾向にはありますが、ピーク時では８割強を外国産材に頼っ

てきたとろです。また、農山村から都会への人口流出、更には木材を代替する建築資材の台

頭や住宅着工戸数の減少などの社会的要因とともに、木材生産に欠かせない林道等の基盤整

備、機械化の遅れ、木材価格の下落等により、木材生産の採算が合わない厳しい状況が続い

ております。このような理由から、造成された人工林も次第に管理不足や放置されるように

なってきており、人工林は今、活力を失いつつあります。

 

 

 

 

 

 

戦後の荒廃した山林 人工造林の拡大 人工林の荒廃 
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これらの森林を守ってきた林家の林業経営状況等を見ると、県内の山元立木価格は、ス

ギ・ヒノキともにピーク時だった昭和 55 年以降ずっと下落しており、1ｍ3（柱に加工され

る長さ 3ｍの丸太では 20本程度）当たりの立木価格は平成 28年でスギ約 2,200円、ヒノキ

約 5,200円程度と、昭和 50年のスギ約 20,500円、ヒノキ約 36,700円に比べてそれぞれ 11％、

14％にまで下落しています。昭和 50年当時の物価水準を考えると価格の低下は著しいもの

と言わざるを得ません。 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

55 57 59 61 63 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28

山元立木価格の推移（愛媛県）

スギ

ヒノキ

 

 

一方、林家と共に林業の担い手である県内の林業事業体（森林組合・会社・第3セクター・

個人）の数及び雇用労働者数は、平成7年には287事業体（1事業体当たり平均雇用労働者数

7．1人）、2,034人が、平成28年には99事業体（1事業体当たり平均雇用労働者数10.1人）、

1,003人にまで減少しています。 

1,152
1,008 948
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林業事業体数(人)

年度

雇用労働者の事業体別内訳の推移

個人

第３セクター

会社

森林組合

林業事業体数

(うち認定林業事業体)

 

このような状況を反映して、平成 12年度に県が行った放置された森林の実態 

調査によると、人工林（針葉樹）の約 30％にあたる 63,000haが、概ね 10年間手入れ 

されていないという結果となり、この対策として、平成 14年度から（公財）愛媛の 

森林基金が事業主体となり、森林所有者に代わって間伐を行う｢公的管理｣による放置 

（資料：財）日本不動産研究会） 
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森林の整備を実施し、平成 23年度末までに 4,897haの人工林で間伐を行っておりま 

す。 

 

 

３ 森林環境税導入の必要性  

  

森林は、県土の保全や山地災害の防止、水資源のかん養など多様な機能を有しており、これら

の機能の健全な発揮に対する県民の期待は一層高まるとともに、地球温暖化問題や自然との共生

のあり方への関心の高まりを背景として、二酸化炭素の吸収、生物多様性の保全機能や保健文化

的利用の場の提供など、森林の多面的機能の発揮がより一層求められています。 
森林を有する多くの山村地域においては、林業という生業を通じて森林整備を推進するとともに、

雇用の場の確保が図られ、地域の活性化に大きく寄与してきましたが、外材輸入、木材価格の低迷、

さらには、過疎・高齢化により、森林整備を担ってきた多くの山村集落は限界集落への道を辿りつ

つあり、健全な山村社会を形成するためには、将来にわたり持続的に森林を維持・管理する担い手

の確保や林業の振興が急務となっています。 
  このため、愛媛県では、平成 13 年を「森林そ生元年」と位置付け、森林の環境資源として

の役割を重視し、多様な森林づくりと県産材の利用促進に取り組み、さらに平成 17年度から

は、それまでの「森林そ生対策」をさらに進め、県民共有の財産である森林を「県民全体」

で守り育てていくため、県民参加による「森林環境の保全」と「森林と共生する文化の創造」

を目的とする森林環境税を導入しました。 

  なお、第１期森林環境税（H17～H21 年度の５カ年間）では 
○すべての県民の参加によって 
○森林を守り、健全に育つことができるよう手助けし 
○その働きをすべての県民が理解し、かつ主体的に享受する 

  として、県民参加の森林づくりをテーマに「森をつくる」「木をつかう」「森とくらす」ための

具体的な取り組みを推進し、第 1 期が終了した平成 21 年度末には、３つの成果指標に対して、

6,309ha の森林整備、約 27,000ｍ3の木材使用、約 629,000 人の県民参加など目標を大きく上

回る成果を残すことがきました。 
 

【第 1期森林環境税を活用した事業の成果指標と目標値（Ｈ17～Ｈ21の 5カ年間】 

   

 

 

また、第２期森林環境税（H22～H26年度の５カ年間）では、未だ整備されていない森林が多く

 

 

林業専業労働者の推移 
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存在している状況であることから、 
   ○県民参加のもと森林整備の拡大と加速化を進める 
   ○森林資源の徹底した活用により、森林整備の担い手である林業の再生を図る 
 として、第１期と同様、「森をつくる」「木をつかう」「森とくらす」に区分して取り組みを推進し、

第２期が終了した平成 26 年度末には、３つの成果目標に対して、9,920ha の森林整備、約 140,000

ｍ3の木材使用、約 660,000人の県民参加の実績となり目標を概ね達成すことができました。 
 

【第２期森林環境税を活用した事業の成果指標と目標値（Ｈ22～Ｈ26の 5カ年間】 
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Ⅱ 第３期森林環境税について

１ 第３期森林環境税導入の必要性

 森林を有する山村地域においては、生業としての林業が森林整備を推進するとともに、雇用の場

を確保するなど、地域の活性化にも大きく寄与してきたが、外材の輸入増加、木材価格の低迷、さ

らには、過疎・高齢化により、森林整備を担ってきた多くの山村集落は限界集落への道を辿りつつ

あり、森林の荒廃が急速に進む中、将来にわたり持続的に森林を維持・管理する林業の振興が急務

となっています。

一方、森林は、県土の保全や山地災害の防止、水源のかん養など多様な機能を有しており、この

機能の健全な発揮に対する県民の期待は一層高まるとともに、地球温暖化問題や自然との共生のあ

り方への関心の高まりを背景として、二酸化炭素の吸収、生物多様性の保全機能や保健文化的利用

の場の提供など、森林に対する期待は、さらに、多様化・高度化してきています。

このため、愛媛県では、平成 13 年を「森林そ生元年」とし、森林の環境資源としての役割を重

視した多様な森林づくりと県産材の利用促進に取り組むとともに、県が進めてきた「森林そ生」の

取り組みをさらに一歩進めるため、県民参加による「森林環境の保全」と「森林と共生する文化の

創造」を目的として、平成 17 年度に森林環境税を導入し、平成 22 年度からは、第 2 期目として

森林整備の拡大と加速化を進めるとともに、森林資源の徹底した活用による森林整備の担い手とし

ての林業を再生するため、継続・拡大して実施してきたところです。」

結果、第 2 期森林環境税では 
「森をつくる」「木をつかう」「森とくらす」の3分野において、目標を大きく上回る0,687ha

の森林整備と、木材使用量139,338m3、県民参加人数742,693人という目に見える形で成果を残

すことができました。

  この結果、県民の森林づくりへの参加など、県民の森林に対する意識が高まり、着実な進展が見

られたところですが、森林・林業の現状を見ると、以下のような状況であり、森林の持つ機能・役

割が益々増大している中、森林の整備や木材の活用等が益々重要となってきています。

（1）温暖化の影響により、集中豪雨が多発する一方で、少雨傾向も見られ、水資源の地域偏在化

が顕著になりつつあり、瀬戸内海気候に属し、度々渇水に見舞われている本県にとっては、森

林の有する水資源のかん養機能の維持・強化を早急に講じる必要があります。

（2）近い将来に予測されている東南海地震の被害を軽減するため、また、最近頻発する豪雨被害を

防止するためにも、森林の持つ県土保全機能の維持・発揮を今後とも進めていく必要がありま

す。

（3）山村地域の過疎化・高齢化により、人家周辺の森林の手入れが行き届かなくなり、スギ・ヒノ

キ人工林への侵入竹林が拡大傾向にあります。

（4）近年、南予地域等を中心に、ニホンジカによる樹木の剥皮被害等の森林被害が深刻になってお

り、温暖化による子鹿の生存率の上昇、及び狩猟者の減少・高齢化により生息数が増大してい

ると思われます。
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平成 25 年度に実施した県民アンケートによれば、森林環境税を継続した場合に、重点を置いて

取り組むべき分野は、「森林の間伐や植林、危険な山地の保全」など、森林の整備・保全等に関す

る意見が約 5 割を占め、続いて「林業従事者の養成・確保」「森林資源を活用した産業の育成」の

意見があったことからも、引き続き、間伐等の森林整備を中心に事業を実施する必要があります。 
 また、森林は荒廃すると、回復には相当の時間がかかることや木材価格が長期に低迷している厳

しい状況からも、県民が森林からの恩恵を引き続き受けるためには、これまで実施してきた、県民

共有の財産である森林を県民全体で守る仕組みを維持し、支援を継続する必要があります。

今後、新たに対応が必要な事項として、里山の防災上、早急な対応が望まれる侵入竹により荒廃

した森林を適正に整備し、県民の安全で安心な生活を確保することや、林業に深刻な影響を与えて

いるニホンジカによる森林被害の増加も懸念されており、これまで以上の対策を講じていく必要が

あります。

 このような状況の中、森林を県民共通の財産として健全な姿で次世代に引き継ぐためには、県民

参加のもと森林整備の拡大と加速化を進めるとともに獣害対策についても重点をおき、併せて森林

資源の徹底した活用による林業の再生が必要不可欠であることから、その財源としての森林環境税

の継続が必要となります。
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２ 第３期森林環境税の施策の方針

  目的及び事業は、全森林環境税と同様に、「森林環境の保全」と「森林と共生する文化の創造」

を目的として、これに即して「森をつくる」「木をつかう」「森とくらす」に区分して事業化しま

す。

第２期森林環境税では、県民参加のもと森林整備の拡大と加速化を進めるとともに、森林資源の

活用も同時に進める必要があることから、森林整備と森林資源の活用に重点をおいて施策を実施し

てきたが、森林整備に終わりはないとの認識から、引き続き、間伐等森林整備に重点をおきつつ、

林業者の生産意欲を低下させる、鳥獣被害対策にも重点をおいて施策を行います。

  林業・木材産業等による生業活動を拡大することで、木材の有効活用を行う、効率的な森林整備

につながり、結果的に公費負担の軽減になることから、林業・木材生産活動や担い手の育成に対

して支援を強化します。

  引き続き県民を対象とした森林体験や森林との交流活動を行い、森林を県民全体で支える活動を

促進します。

  なお、事業化にあたっては、追加課税であることから、透明性が高いこと、県民にわかりやすい

こと、県民の目に見える形で結果が出せることを前提とし、次の点に留意します。

(1)県民が森づくりに自発的に参加できる仕組みに配慮すること。 
(2)次代を担う子ども達を対象とした取り組みに配慮すること。 
(3)県民の要望に配慮した柔軟な事業展開とすること。 
(4)特定の者の財産形成に直接寄与するものでないこと。 
(5)既存事業の補填に充当しないこと。 
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施策の仕組み 
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森林環境税を活用した施策の仕組み（平成２９年度事業）

                            

                

１１

森の交流センター 
○ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ､NPO 等のﾈｯﾄﾜｰｸ化､活動､交流支援

○ﾌｨｰﾙﾄﾞの登録、提供

○森林情報の収集、提供

○公募事業の推進

森をつくる

①森林そ生集団間伐促進事業

②集落等山地災害危険地区整備事業

③松林等保全事業

④フォレスト・マイスター養成支援事業

⑤里山放置竹林対策モデル事業

⑥有害鳥獣総合捕獲事業

⑦特定鳥獣保護管理計画推進事業

⑧優良種苗確保事業

⑨林業躍進プロジェクト推進事業

⑩森林吸収クレジット販売促進事業

⑪木製ダム設置実証事業

⑫木質バイオマス利用促進事業 1
⑬次世代の森づくり促進事業

指
定
事
業

○水源の森づくり

○里山再生と放置竹林の整備

○学校林活用など（市町公募事業）

公
募
事
業

木をつかう

①木質バイオマス利用促進事業 2
②公共施設木材利用推進事業

③県立学校校舎等整備事業

④自然公園等施設整備事業

⑤木の香る公園施設整備事業

⑥えひめ材住宅普及啓発事業

⑦原木乾しいたけ等生産促進事業

⑧愛媛県産材製品市場開拓促進事業

⑨駐在所等庁舎整備費

⑨県産ＣＬＴ普及促進事業

⑩乾たけのこ生産拡大緊急対策事業

指
定
事
業

○木材とのふれあい促進

○親子木工教室

○炭焼き体験教室など

○木製漁礁設置など（市町公募）

公
募
事
業

①県民と森との交流促進事業

②自然観察会開催事業

③森とのふれあい活動促進事業

④林業普及指導事業

⑤「森林わくわく体験」推進事業

⑥都市近郊林保全事業

⑦「森に親しむ博物館」開催事業

指
定
事
業

○森林・自然体験活動

○野生生物保護観察会

○ふるさとの森とのふれあいなど

○地域住民と協働した森林保全活動

など（市町公募）

公
募
事
業

森とくらす

県民の参加・協力・支援 

・基金の管理 
・事業内容の検討 
・成果の公表  等

透明性 
効率性
の確保

―森林環境の保全と森林と共生する文化の創造―

公募事業の審査 

森林環境保全基金 

積み立て

基金の取り崩し

① 透明性が高いこと

② 県民に分かりやすいこと

③ 目に見える形で結果を出せること

事業実施の考え方

事業公募

個人、法人、任意団体、

協同組合 など 
県民

公募事業指定事業 

愛媛県森林環境保全基金運営委員会

森林環境税

市町
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第１期森林環境税の事業目標と実績（平成１７～２１年度）

　

　

　事業成果については、県民の皆さんにわかりやすいよう、目に見える形で公表することとしており、第１期では、以下のような実績となりました。

森林整備面積 
６，３０９ha 

(371%) 

木材使用量 
約２万７千ｍ３

(88%) 

県民参加人数 
約６３万人 

(274%) 

森林と共生するえひめを発信 

73 
347 

972 

1,988 

6,309 

(4) (20) 

(57) 

(117) 

(371) 

0 ％ 

100 ％ 

200 ％ 

300 ％ 

400 ％ 

0 ha

1,000 ha

2,000 ha

3,000 ha

4,000 ha

5,000 ha

6,000 ha

7,000 ha

H17 H17～H18 H17～H19 H17～H20 H17～H21 

森林整備面積 

森林整備面積（ha） 目標達成率（％） 

0 

4,848 
7,520 

13,245 

27,299  

(0) 

(16) 

(24) 

(43) 

(88) 

0 ％ 

20 ％ 

40 ％ 

60 ％ 

80 ％ 

100 ％ 

0 ｍ3 

5,000 ｍ3 

10,000 ｍ3 

15,000 ｍ3 

20,000 ｍ3 

25,000 ｍ3 

30,000 ｍ3 

H17 H17～H18 H17～H19 H17～H20 H17～H21 

木材使用量 

木材使用量（ｍ3） 目標達成率（％） 

20,853 
81,085 

193,415 

371,549 

629,229 

(9) 

(35) 

(84) 

(162) 

(274) 

0 ％ 

50 ％ 

100 ％ 

150 ％ 

200 ％ 

250 ％ 

300 ％ 

0 人 

100,000 人 

200,000 人 

300,000 人 

400,000 人 

500,000 人 

600,000 人 

H17 H17～H18 H17～H19 H17～H20 H17～H21 

県民参加人数 

県民参加人数（人） 目標達成率（％） 

目標値 実績（平成17～21年度） 

木
を
つ
か
う
活
動

県民に対して、木材利用の意義、安定
的な供給、多様な用途などを普及する
ことを目的とした事業で、公共的施設
の木質化された内装にふれあう人数と
有効利用される木材の量

木とふれあう人数
　　　　　　　　　　112,000人
木材使用量

　　　　　　　　　　31,000m3

森
と
く
ら
す
活
動

県民を森へ誘導し、県民総ぐるみでの
森林整備の支援を目指した事業で、
森の交流センターを中心として森と交
流する人数

森と交流する人数
　　　　　　　　　 78,000人

森
を
つ
く
る
活
動

緊急に整備の必要な森林を限定して、
集中的に森林の機能回復を目指す事
業で、植栽、除間伐及び林内整理等
を実施する面積

森林整備面積
　　　　　　　　　　1,７00ha

※（ ）は目標に対する達成率 

５年間の推移 

公
募
事
業

県民からの施策の提案を受けるととも
に、県民自らが企画、立案、実行する
活動を支援する事業で、森林づくり等
の活動に参加する人数

公募事業に参加する人数
　　　　　　　　　　40,000人

※（ ）は目標に対する達成率 
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第１期森林環境税　事業実績（平成17～21年度）

事業総括表

◎基金繰入額

◎歳出額

積立金 内　容 内　訳
決算額

H17 H18 H19 H20 H21 計

森林環境
保全基金
積立金

森林環境税を財源に、全ての
県民で支える森づくりの理解
と参加の促進及び公益的機能
を発揮できる森林保全の事業
を計画的かつ確実に実施する
ため、基金を積み立てる。

森林環境保全基金積立金 209,000,000円 347,304,763円 399,217,420円 395,729,336円 399,342,916円 1,750,594,435円

区　分 内　容 事業名
決算額

H17 H18 H19 H20 H21 計

県　

指　

定　

事　

業

森
を
つ
く
る
活
動

生 活に欠くこと
のできない水を
育む 働きをもつ
河川上流域の森
林を対象に、自然
力等を活かした
整備・保全をして
いく活動を推進
するとともに、山
地防災機能の向
上を図るため、山
地災害危険地区
のうち土砂流出
防止機能が 著し
く低下し、降雨に
よって集落等に
被害を及ぼす恐
れのある地区の
森林について、森
林整備を実施す
る。

24,338,020円 104,800,654円 136,743,605円 187,112,074円 274,911,568円 727,905,921円

①源流の森整備保全事業
奥地の人工林を針広混交林化

9,612,000円 48,921,700円 77,481,000円 60,567,000円 196,581,700円

②集落防災緊急森林整備事業
防災機能を重視した集落周辺の森林整備

14,726,020円 32,716,260円 40,515,170円 87,957,450円

③流木等防止山地保全事業
ダム工等に異常堆積した立木等の除去と森林整備

18,860,000円 13,540,000円 32,400,000円

④里地里山再生モデル事業
放牧牛を活用した荒廃農地の整備と周辺森林の整備

4,302,694円 2,635,633円 6,938,327円

⑤えひめ漁民の森づくり実践活動事業費（漁政課）
漁業者が中心となり豊かな ｢漁民の森｣づくり活動の実施

2,072,802円 2,188,308円 1,229,015円 5,490,125円

⑥条件不利森林公的整備事業費
放置されている森林を ｢美しい森林｣へ誘導するための事業費

499,000円 903,000円 2,785,000円 4,187,000円

⑦森林そ生集団間伐促進事業
「森林そ生対策」を更に進めるための施業地の団地化により間伐等コストを軽減

23,943,766円 170,524,819円 194,468,585円

⑧集落等山地災害危険地区整備事業
山地災害危険地区の森林を土砂流出防止機能の高い健全な森林へ誘導

99,510,000円 96,266,000円 195,776,000円

⑨松林保全事業
県木である松を守るための松林保全活動を支援

3,868,529円 3,868,529円

⑩森林そ生緊急対策事業
間伐や路網の整備、製材施設・バイオマス利用施設等の整備等

238,205円 238,205円

木
を
つ
か
う
活
動

公共的施設や民
間住宅に対して
木造化・木質化を
推進するととも
に、林内に放置さ
れている未利用
材の有効活用を
図り、再生可能な
エコ・マテリアル

（環境素材）であ
る木材を暮らし
の中に取り入れ、
人にやさしい生
活環境を創造す
る。

28,519,000円 94,209,304円 70,687,605円 66,282,768円 176,290,511円 435,989,188円

①木の香る環境づくり促進事業費
公共的施設の内装木質化や外構木製化の推進

5,083,000円 5,667,000円 4,653,000円 15,403,000円

②木に親しむ学び舎づくり促進事業
幼少年教育施設への木製遊具や机等の設置

6,600,000円 2,793,000円 1,375,000円 10,768,000円

③今治養護学校新居浜分校整備事業
今治養護学校新居浜分校の外構施設整備

836,000円 836,000円

④木質バイオマス利用促進事業費
未利用材を木質バイオマスとして有効利用

617,304円 413,544円 5,299,916円 12,978,000円 19,308,764円

⑤えひめ材住宅普及啓発事業費
木造住宅に関する窓口の設置など木造住宅、木材利用の意識啓発を行う

3,234,000円 3,183,000円 6,561,000円 6,597,000円 19,575,000円

⑥公共施設木材利用推進事業費
地域のシンボルとなる公共施設の木造化

64,898,000円 20,836,000円 10,076,000円 111,025,000円 206,835,000円

⑦県立学校校舎整備事業費（高校教育課）
県立学校校舎の内装木質化

16,000,000円 17,000,000円 16,000,000円 16,000,000円 8,000,000円 73,000,000円

⑧自然公園木製施設整備事業費（自然保護課）
自然公園に県産木材を使った標識、木柵、階段などを整備

11,861,061円 7,438,302円 5,734,721円 25,034,084円

⑨木の香る公園施設整備費（都市整備課）
都市公園に県産木材を使った休憩所やベンチなどを整備

1,850,000円 3,570,000円 5,000,000円 10,420,000円

⑩えひめ材の家づくり促進支援事業費
民間住宅に良質な柱材を無償提供し、木造住宅の建設を促進

7,524,000円 8,604,000円 20,807,000円 36,935,000円

⑪バイオマスペレット利活用総合対策事業費（農政課）
地域に散在する未利用バイオマスをペレット化

2,992,000円 3,688,700円 1,434,200円 8,114,900円

⑫木の香る環境整備支援事業費
公共的施設等を対象に地域材を利用した内装の木質化等に対して支援

2,881,000円 2,886,000円 5,767,000円

⑬えひめ木材公共工事活用促進事業
公共事業における木材利用促進施策を実施

2,163,850円 2,163,850円

⑭愛媛ヒノキ材ブランド化推進事業費
全国一の生産量であるヒノキの消費拡大と流通体制の確立

1,828,590円 1,828,590円

森
と
く
ら
す
活
動

森林づくりを行
う市民グループ
や団体間の交流
や 情 報 の 提 供、
森 づ く り の 場

（フィールド）の
提供を行い、さら
に県民活動を通
じて、暮らしの中
に森林との共生
関係を推進する
ため、次代を担う
青少年を対象と
した森林環境学
習を行う。

27,958,310円 26,161,653円 48,614,635円 250,551,305円 49,248,653円 402,534,556円

①県民と森との交流促進事業費
県民と森との交流促進

12,828,310円 6,448,353円 5,943,702円 11,859,355円 11,240,291円 48,320,011円

②県民参加の森設置・提供事業費
県民活動の拠点整備

15,130,000円 16,545,000円 33,740,000円 32,240,000円 19,111,000円 116,766,000円

③「森はともだち」推進事業費（義務教育課）
小中学生に対する森林環境教育の推進

1,575,000円 3,150,000円 3,150,000円 1,575,000円 9,450,000円

④自然観察会開催事業費（自然保護課）
一般県民を対象とした自然観察会を開催

1,593,300円 1,014,933円 1,226,489円 1,133,531円 4,968,253円

⑤森とのふれあい活動促進事業費
森林づくりを行う青少年や県民の活動を支援

4,766,000円 5,317,207円 2,599,675円 12,682,882円

⑥フォレスト・マイスター養成支援事業費
森林を面的・効果的に整備する作業技術者と作業管理者を養成

9,132,360円 9,884,875円 19,017,235円

⑦林業普及指導事業費
森林そ生プロジェクトの成果を県下に普及するための体験と広報誌の発行

3,489,000円 2,110,701円 5,599,701円

⑧「森のめぐみ　木のものがたり展」開催事業費（生涯学習課）
森林の自然と歴史に対する県民の理解を深めるための展覧会を開催

1,579,603円 897,060円 2,476,663円

⑨全国育樹祭開催事業
国土緑化運動の一環として活力ある緑の造成機運を高める目的で開催

182,557,291円 182,557,291円

⑩ ｢森の学校｣開催事業費
幼稚園や保育所の園児等を対象に森林観察会を開催

696,520円 696,520円

公
募
事
業

県民参加
の森づく
り公募事

業

森林環境税の目指す
「森林環境の保全」と
「森林と共生する文化
の創造」を県民と一体
となって推進するた
め、県民の豊かな発想
や自発的な活動を引
き出すことにより、県
民参加を具体化する。

17,695,000円 27,995,000円 28,909,000円 26,267,000円 25,416,000円 126,282,000円

県民参加の森づくり公募事業費 17,695,000円 27,995,000円 28,909,000円 26,267,000円 25,416,000円 126,282,000円

○ 計 98,510,330円 253,166,611円 284,954,845円 530,213,147円 525,866,732円 1,692,711,665円

○ 保留額 110,489,670円 94,138,152円 114,262,575円 －134,483,811 円 －126,523,816円 57,882,770円
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第２期森林環境税の事業目標と実績（平成２２～２５年度）

　

　

　事業成果については、県民の皆さんにわかりやすいよう、目に見える形で公表することとしており、第2期では、以下のような実績となりました。

　

　

　

森林整備面積 
９，９２０ha 

(96%) 

木材使用量 
約１４万１４千ｍ３

(236%) 

県民参加人数 
約６６万人 

(92%) 

目標値 実績（平成22～25年度） 

※（ ）は目標に対する達成率 

５年間の推移 

※（ ）は目標に対する達成率 

森
を
つ
く
る
活
動

緊急に整備の必要な森林を限定し

て、集中的に森林の機能回復を目指

す事業で、植栽、除間伐及び林内整

理等を実施する面積 

森林整備面積 

 10,325ha 

木
を
つ
か
う
活
動

県民に対して、木材利用の意義、安
定的な供給、多様な用途などを普及
することを目的とした事業で、公共的
施設の木質化された内装にふれあう
人数と有効利用される木材の量 

木とふれあう人数 

   400,000人 
 木材使用量 

60,000㎥ 

3,616 

7,392 

8,639 
9,443 
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森林整備面積(ha) 目標達成率(％) 

森
と
く
ら
す
活
動

県民を森へ誘導し、県民総ぐるみで

の森林整備の支援を目指した事業

で、森の交流センターを中心として森

と交流する人数 

県民参加人数 

 250,000人 

公
募
事
業

県民からの施策の提案を受けるととも
に、県民自らが企画、立案、実行する
活動を支援する事業で、森林づくり等
の活動に参加する人数 

23,514 

44,989 

72,925 

110,177 

141,479 

(39 ) 

(75 ) 

(122 ) 

(184 ) 

(236 ) 
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県民参加人数 

 70,000人 
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第２期森林環境税　事業実績（平成２２～２６年度）

事業総括表

◎基金繰入額

◎歳出額

積立金 内　容 内　訳
決算額

H22 H23 H24 H25 H26 計

森林環境保全基金
積立金

森林環境税を財源に、全ての県民で支える森づくりの理解と参
加の促進及び公益的機能を発揮できる森林保全の事業を計画
的かつ確実に実施するため、基金を積み立てる。

森林環境保全基金積立金 496,481,865円 532,164,417円 542,892,841円 542,111,733円 544,738,678円 2,658,389,534円

区　分 内　容 事業名
決算額

H22 H23 H24 H25 H26 計

県　

指　

定　

事　

業

森
を
つ
く
る
活
動

生 活に欠くこと
のできない森林
を、水源かん養や
山地災害防止、生
物多様性の保全
などの公益的機
能の向上を図る
ために整備・保全
するとともに、野
性鳥獣による森
林被害の防止対
策を実施するほ
か、必要な技術者
等の人材の育成
を進める。

185,969,977円 296,125,789円 341,246,386円 256,407,511円 256,478,983 円 1,336,228,646円

①森林そ生集団間伐促進事業
「森林そ生対策」を更に進めるための施業地の団地化により間伐等コストを軽減 64,808,160円 183,322,770円 181,900,770円 129,379,069円 126,851,646円 686,262,415 円

②集落等山地災害危険地区整備事業
山地災害危険地区の森林を土砂流出防止機能の高い健全な森林へ誘導 93,880,000円 79,900,000円 50,223,230円 45,368,230円 55,014,364円 324,385,824 円

③松林等保全事業
県木である松を守るための松林保全活動を支援 958,921円 701,000円 8,445,307円 1,880,101円 2,564,872円 14,550,201 円

④フォレスト・マイスター養成支援事業
森林を面的・効果的に整備する作業技術者等を養成 11,315,645円 9,525,525円 11,402,079円 10,260,820円 11,526,088円 54,030,157 円

⑤森林そ生緊急対策事業
間伐や路網の整備、製材施設・バイオマス利用施設等の整備等 154,751円 477,494円 632,245 円

⑥奥地水源林保全整備事業
ダム等の奥地水源地域の放置森林を水土保全機能を回復させるために整備 12,694,000円 64,573,000円 42,230,000円 35,685,000 円 155,182,000 円

⑦愛媛大学森林環境管理特別コース設置準備
愛媛大学と連携し林業研究センターに久万高原キャンバスを設置 14,852,500円 14,852,500 円

⑧ニホンジカ森林被害防止対策事業
ニホンジカによる森林被害等を軽減し、森林を保全 6,505,000円 7,600,000円 7,535,000円 8,755,000 円 30,395,000 円

⑨ニホンジカ緊急捕獲事業
ニホンジカによる森林被害等を軽減し、森林を保全 3,000,000円 2,610,000円 3,915,000円 5,855,000 円 15,380,000 円

⑩優良種苗確保事業
健全な森林を造成するため優良な苗木を確保、提供 4,780,000円 4,536,000円 7,558,573 円 16,874,573 円

⑪ニホンジカ個体数調整実証事業
ニホンジカによる森林被害等を軽減し、森林を保全 1,612,000円 1,526,902円 1,566,400 円 4,705,302 円

⑫搬出間伐促進緊急対策事業
搬出間伐にかかる運搬経費の支援 8,100,000円 8,100,000 円

⑬森林吸収クレジット販売促進事業
新たな環境ビジネスの構築を目指す 1,395,082円 993,060 円 2,388,142 円

⑭林業躍進プロジェクト推進事業
間伐に加えて、主伐を計画的・段階的に導入するプロジェクトの推進 8,381,307円 108,980 円 8,490,287 円

木
を
つ
か
う
活
動

持続的に森林整
備を進めるため
に不可欠な森林
資源の利活用を
促進するため、公
共的施設や民間
住宅における木
造化・木質化、県
産材の需要拡大
を推進するとと
もに、林内に放置
されている未利
用材の有効活用
を図り、再生可能
なエコ・マテリア
ル（環境素材）で
ある木材を暮ら
しの中に取り入
れ、人にやさしい
生活環境を創造
する。

183,197,831円 172,940,444円 213,558,934円 183,420,834円 199,713,003 円 952,831,046 円

①木質バイオマス利用促進事業
未利用材を木質バイオマスとして有効利用 23,056,600円 30,445,766円 35,697,900円 29,728,011円 30,003,000 円 148,931,277 円

②公共施設木材利用推進事業
地域のシンボルとなる公共施設の木造化 17,362,440円 46,973,540円 30,988,044円 28,028,552円 11,499,400 円 134,851,976 円

③県立学校校舎等整備事業
県立学校校舎の木造化・内装木質化 16,000,000円 8,000,000円 8,000,000円 32,000,000 円 64,000,000 円

④自然公園木製施設整備事業
自然公園内に県産木材を使った標識、木柵、階段などを整備 4,388,000円 4,534,000円 4,333,000円 4,498,971円 4,291,892 円 22,045,863 円

⑤木の香る公園施設整備事業
都市公園に県産木材を使った休憩所やベンチなどを整備 5,000,000円 3,000,000円 3,000,000円 2,700,000円 2,700,000 円 16,400,000 円

⑥えひめ材住宅普及啓発事業
民間住宅に良質な柱材を無償提供する等、木造住宅の建設を促進 45,981,380円 35,101,907円 64,813,658円 48,971,662円 70,981,718 円 265,850,325 円

⑦木質ペレット利活用促進事業
普及啓発用ペレットストーブの導入を助成 1,120,000円 1,120,000 円

⑧愛媛ヒノキ材ブランド化推進事業
愛媛県産ヒノキの消費拡大と流通体制の確立 2,250,660円 1,959,205円 4,209,865 円

⑨原木乾しいたけ等生産促進事業
クヌギ等の広葉樹をしいたけ等の原木として利用することを促進 28,733,899円 22,947,826円 24,249,981円 16,035,447円 23,799,203 円 115,766,356 円

⑩愛媛県産材製品市場開拓促進事業
県産材の販売体制整備や大消費地での市場開拓等を支援 7,304,852円 16,978,200円 24,080,351円 27,390,391円 14,437,790 円 90,191,584 円

⑪今治特別支援学校新居浜分校体育館整備事業
今治特別支援学校新居浜分校体育館の木造化に助成 8,000,000円 8,000,000 円

⑫駐在所等庁舎整備
地域の交番を木造により改築整備 24,000,000円 3,000,000円 3,000,000 円 30,000,000 円

⑬県立学校校舎等整備事業（緊急経済対策分）
県立学校校舎の木造化 8,000,000円 8,000,000 円

⑭新居浜特別支援学校施設整備事業
新居浜特別支援学校の内装の木質化 8,000,000円 8,000,000 円

⑮特別支援学校教育環境整備事業
みなら特別支援学校松山城北分校農作業実習室の木造化 3,000,000円 3,000,000 円

⑯住宅等リフォーム木材利用促進事業
個人住宅や店舗等のリフォームにおける県産材利用を支援 7,396,000円 7,396,000 円

⑰新繊維産業技術センター整備事業
新繊維産業技術センターの木質化 8,000,000円 8,000,000 円

⑱原木乾しいたけ緊急対策事業
クヌギ等の広葉樹をしいたけ等の原木として利用することを促進 10,067,800円 10,067,800 円

⑲水産研究センター魚類検査室移設
水産研究センター魚類検査室の木質化 3,000,000 円 3,000,000 円

⑳原木乾しいたけ消費拡大緊急対策事業
県産乾しいたけの安全性のＰＲと消費拡大及び価格回復を図る 4,000,000 円 4,000,000 円

森
と
く
ら
す
活
動

県民参加による
森林づくりを推
進するため、森林
づくりを 行う市
民グル ープや団
体間の交流や情
報の提供、森づく
りの場（フィール
ド）の提供を行な
うとともに、次代
を担う青少年を
対象とした森林
体験や森林環境
学習等を行い、暮
らしの中で森林
との共生を推進
する。

33,953,089 円 40,795,006円 37,861,783円 34,933,999円 26,986,045 円 174,529,922 円

①県民と森との交流促進事業
県民と森との交流促進

14,581,579 円 13,225,058円 11,820,999円 11,413,728円 11,228,434 円 62,269,798 円

②県民参加の森設置・提供事業
県民活動の拠点整備

10,000,000 円 15,340,000円 13,176,050円 38,516,050 円

③自然観察会開催事業
一般県民を対象とした自然観察会を開催

1,019,000円 1,191,000円 1,628,000円 1,605,700円 818,020 円 6,261,720 円

④森とのふれあい活動促進事業
森林づくりを行う青少年や県民の活動を支援

2,131,209円 1,192,882円 1,324,895円 11,454,545円 7,796,740 円 23,900,271 円

⑤林業普及指導事業
森林そ生プロジェクトの成果を県下に普及するための体験と広報誌の発行

1,824,837円 2,003,533円 2,268,217円 3,316,169円 2,687,531 円 12,100,287 円

⑥「森のめぐみ　木のものがたり展」開催事業
森林の自然と歴史に対する県民の理解を深めるための展覧会を開催

868,764円 868,764 円

⑦「森の学校」開催事業
幼稚園や保育所の園児等を対象に森林観察会を開催

488,600円 488,600 円

⑧「森林わくわく体験」推進事業
幼稚園や小中学校に対する森林環境教育の推進

2,575,000円 5,172,000円 5,172,000円 4,700,000円 2,046,000 円 19,665,000 円

⑨慰霊塔維持管理（都市近郊林保全事業）
緑に親しむ空間を提供するため、都市近郊林を整備

464,100円 495,600円 472,500円 399,000円 409,320 円 2,240,520 円

⑩巡回展「森の博物館」開催事業
自然や森林に関する巡回展や森林観察会等の開催

2,174,933円 1,999,122円 2,044,857円 2,000,000 円 8,218,912 円

公
募
事
業

県民参加
の森づく
り公募事

業

森林環境税の目指す
「森林環境の保全」と
「森林と共生する文化
の創造」を県民と一体
となって推進するた
め、県民の豊かな発想
や自発的な活動を引
き出すことにより、県
民参加を具体化する。

29,493,000円 36,055,000円 36,815,000円 26,987,000円 24,284,000円 153,634,000円

県民参加の森づくり公募事業費 29,493,000円 36,055,000円 36,815,000円 26,987,000円 24,284,000円 153,634,000円

○ 計 432,613,897円 545,916,239円 629,482,103円 501,749,344円 507,462,031円 2,617,223,614円

○ 単年度保留額 63,867,968円 －13,751,822円 －86,589,262円 40,362,389円 37,276,647円 41,165,920円

○ 第1期残額及び保留額 57,882,770円 121,750,738円 107,998,916円 21,409,654円 61,772,043円 99,048,690円
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Ⅰ　第３期森林環境税の事業目標

区
分

森
を
つ
く
る
活
動

　

　

　

木
を
つ
か
う
活
動

　

森
と
く
ら
す
活
動

　

公
募
事
業

　

　

Ⅱ　第３期森林環境税の事業計画と進捗

達成率 達成率 達成率 達成率

15 15 30

39 52 92

17 18 35

18 18 37

16 18 34

17 16 32

第３期森林環境税の事業目標と進捗

県民参加を実現する４つの手段
指標と目標数値

５ケ年（27～31年度）

地球温暖化防止や災害の防止、水源かん養など、県
民の森林に対する期待に基づき、重点的に実施した
間伐等の森林整備面積

森林整備を低コストで実施するため、林業・木材産業
等が行う生業活動への支援を通じ、利用が図られた
木材の使用量

県民総ぐるみで森林保全への支援を行う気運を醸成
するため、県民を森へ誘うために実施された事業で
により、森と交流した人数

　

県民等が自ら、企画、立案、実行する活動を支援す
ることにより、森林づくり等の活動に参加する人数

目標項目 目標数値
Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 合計

実績 実績 実績 実績

2,947

木材使用量 140,000m3 55,172 73,216

森林整備面積 9,920ha 1,487 1,460

128,388

県民参加人数 720,000人 124,623 129,728 254,351

内
訳

木とふれ
あう人数 400,000人 72,762 73,929 146,691

森と交流
する人数 250,000人 40,273 44,905 85,178

22,482
公募事業
に参加す
る人数

70,000人 11,588 10,894

森林整備面積 
８,８４０ｈａ 

木材使用量 
１４万ｍ３ 

県民参加人数 
７２万人 
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Ⅴ 平成２８年度事業実績 
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平成28年度事業実績

１ 事業総括表

◎基金繰入額　　　693,364,339円

◎歳出額

積立金 内　容 内　訳 予算額 決算額 差引額

森林環境保全
基金積立金

　森林環境税の目的である、
「森林環境の保全」と「森林と
共生する文化の創造」を図る事
業を計画的かつ確実に実施す
るため、基金として積み立てる。

 森林環境保全基金積立金 678,247,000円 693,364,339円 15,117,339円

県　

指　

定　

事　

業

区分 内　容 事業名 予算額 決算額 差引額

森
を
つ
く
る
活
動

　県民が安全で安心して暮ら
せるよう森林環境の保全を図
るため、森林整備、森林病虫獣
害の防除やそれを支える人材
の育成等を総合的に進める。

232,417,000円 225,851,274円 -6,565,726円

①森林そ生集団間伐促進事業
未整備森林や小面積森林などの間伐や作業道開設への支援

45,358,000円 44,424,810円 -933,190円

②集落等山地災害危険地区整備事業
山地災害危険地区の森林を土砂流出防止機能の高い健全な森林へ誘導

35,000,000円 34,913,964円 -86,036円

③松林保全事業
県木である松を守るための松林保全活動を支援

3,710,000円 3,032,600円 -677,400円

④フォレスト・マイスター養成支援事業
林業技術者等の担い手を養成する研修の実施

14,760,000円 14,019,828円 -740,172円

⑤里山放置竹林対策モデル事業
放置竹林の伐採・植栽や竹材利用の実証

15,127,000円 15,104,616円 -22,384円

⑥有害鳥獣総合捕獲事業
ニホンジカによる森林被害等を軽減し、森林を保全

15,855,000円 14,735,000円 -1,120,000円

⑦特定鳥獣保護管理計画推進事業
ニホンジカの個体数調査や試験捕獲の実施

8,349,000円 5,795,160円 -2,553,840円

⑧優良種苗確保事業
健全な森林を造成するため優良な苗木を確保、提供

27,455,000円 27,176,367円 -278,633円

⑨林業躍進プロジェクト推進事業
推進会議の開催等による森林・林業の現状把握

111,000円 110,915円 -85円

⑩森林吸収クレジット販売促進事業
新たな環境ビジネスの構築を目指す

1,162,000円 1,015,494円 -146,506円

⑪主伐推進緊急再造林対策事業
間伐に加えて、主伐を計画的・段階的に導入するプロジェクトの推進

44,530,000円 44,528,943円 -1,057円

⑫木製ダム設置実証事業
木製ダムの設置と効果の検証

15,000,000円 15,000,000円 0円

⑬森林認証材供給体制構築支援事業
森林認証材の供給体制構築と「媛すぎ・媛ひのき」のブランド力向上

6,000,000円 5,993,577円 -6,423円

木
を
つ
か
う
活
動

　持続的な森林経営の推進に
不可欠な森林資源の利活用を
促進するため、公共的施設や民
間住宅における木造化・木質化
等による、木質資源の利用拡大
を図るとともに、県産材の安定
供給体制等の整備を行い、県産
材の競争力の強化を図る。

239,218,000円 236,107,097円 -3,110,903円

①木質バイオマス利用促進事業
未利用材を木質バイオマスとして有効利用

24,985,000円 24,513,201円 -471,799円

②公共施設木材利用推進事業
地域のシンボルとなる公共施設の木造化

24,911,000円 24,791,000円 -120,000円

③県立学校校舎等整備事業
県立学校校舎の木造化

56,000,000円 56,000,000円 0円

④自然公園等施設整備事業
県立自然公園内に県産木材を使った標識、柵、階段などを整備

4,600,000円 4,600,000円 0円

⑤木の香る公園施設整備事業
都市公園に県産木材を使った施設を整備

5,000,000円 5,000,000円 0円

⑥えひめ材住宅普及啓発事業
県産民間住宅に柱材を無償提供する等、木造住宅の建設を促進

79,271,000円 79,239,580円 -31,420円

⑦原木乾しいたけ等生産促進事業
しいたけ生産振興による山村活性化のための支援

21,539,000円 21,498,990円 -40,010円

⑧愛媛県産材製品市場開拓促進事業
県産材の販売体制整備や大消費地での市場開拓等を支援

7,356,000円 6,797,183円 -558,817円

⑨駐在所等庁舎整備
駐在所の木造化

－ － －

⑩県産ＣＬＴ普及促進事業
木材の新たな利用としてＣＬＴ利用の普及・促進等

7,906,000円 7,376,558円 -529,442円

⑪乾たけのこ生産拡大緊急対策事業
乾たけのこ生産振興による山村活性化のための支援

7,650,000円 6,290,585円 -1,359,415円

森
と
く
ら
す
活
動

　 青少年を対象とした森林・
林業体験や森林環境教育を行
うとともに、森林づくりを行
う市民グループやボランティ
ア団体の交流や森づくりの場

（フィールド）等の情報提供を
行ない、県民参加による森林づ
くりの気運の醸成を図る。

41,888,000円 35,253,727円 -6,634,273円

①県民と森との交流促進事業
県民と森との交流促進

13,360,000円 11,681,020円 -1,678,980円

②自然観察会開催事業
青少年を対象とした自然観察会を開催

1,729,000円 1,424,765円 -304,235円

③森とのふれあい活動促進事業
森林づくりを行う青少年や県民の活動を支援

17,571,000円 13,836,751円 -3,734,249円

④林業普及指導事業
森林そ生プロジェクトの成果を県下に普及させるための体験と広報誌の発行

4,000,000円 3,118,791円 -881,209円

⑤「森林わくわく体験」推進事業
幼稚園や小中学校に対する森林環境教育の推進

1,732,000円 1,732,000円 0円

⑥都市近郊林保全事業
緑に親しむ空間を提供するため、都市近郊林を整備

500,000円 464,400円 -35,600円

⑦「森に親しむ博物館」開催事業
自然や森林に関する巡回展や森林観察会等の開催

2,996,000円 2,996,000円 0円

公
募
事
業

づ県
く民
り参
公加
募の
事森
業林

　県民や市町の自発的な提案
による森林環境保全等の活動
に対する支援を行い、県民参加
の森林づくり活動の一層の促
進を図る。

27,000,000円 20,875,000円 -6,125,000円

① 県民参加の森林づくり公募事業費 27,000,000円 20,875,000円 -6,125,000円

○計 540,523,000円 518,087,098円 -22,435,902円
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森をつくる活動 

①森林そ生集団間伐促進事業（一部森林環境税事業）

　「森林そ生対策」による森林整備を一層強化するため、施業地の集約化と森林作業道等の整
備、高性能林業機械導入による間伐の施業コストの軽減に努め、森林の持つ公益的機能の高度発
揮と 林業の活性化、ひいては、地球温暖化防止に貢献します。 

１ ポイント 
    「えひめ森林・林業振興プラン」に基づき、木材利用の拡大を目指した搬出間伐の促進に努めるとと

もに、森林が持つ地球温暖化防止や水源かん養及び県土保全機能等の高度発揮を図るため、間伐を主体

とする「森林そ生対策」を推進し、同プランの目標達成に取り組んでいます。 

  本事業では、市町が中心となった森林整備の加速化に向けた取組みへの支援、森林所有者自ら実施

する森林整備など国の補助対象外となる施業へのきめ細かい支援を行うことによって、同プランの目標

達成に寄与するとともに、森林の保全・整備と林業･木材産業の振興に貢献するものです。 

２ 事業内容及び採択要件等 

事 業 種 事 業 内 容 採 択 要 件 

① 森林整備戦略的取組

支援事業

 集約化・団地化による効率的な森林整
備の加速化を図るとともに、効果的な地
球温暖化防止策等に取り組むため、市町
が参画して作成された森林経営計画内に
おいて実施する搬出間伐等へ補助する。 

国補助：森林環境保全直接支援事業を活用
して実施する間伐等 

・６０年生以下 
・１集約化計画あたり、５ha以上かつ
10m3/ha以上の搬出間伐 

② 自伐林家支援事業

 森林所有者等が自ら行う森林整備を支
援し、森林の持つ公益的機能の維持増進
を図る。 

国補助事業の対象とならない施業 
・森林所有者自ら実施する植栽、獣害対策

下刈、間伐、作業道開設 
・１施行地の面積が0.05ha以上 

③ 未整備森林間伐事業

 国補助事業の対象外となる施業につい
て、事業主体が森林所有者の代わりに行
う森林整備や、森林所有者の確認や同意
取り付け等の関連条件整備を支援する。 

国庫補助事業の対象とならない間伐及び
関連条件整備 
・１施行地の面積が0.10ha以上 

※事業実施主体 
① 森林経営計画作成者（市町、森林組合、林業事業体等）
② 森林所有者等
③ 森林組合・林業事業体等

３ 平成２８年度実績 

(1) 実施額 ４４，４２５千円（全体事業費 ５８，４８７千円） 

  (2) 実施状況 

① 森林整備戦略的取組支援事業

(単位：ha、ｍ、円) 

事業体名 実施箇所 
実 績 

間伐面積 森林作業道 補助金額 

久万広域森林組合 久万高原町 32.32 5,907 17,942,940 

② 自伐林家支援事業
(単位：ha、ｍ、円) 

事業体名 実施箇所 
実 績 

補助金額 
植栽 下刈 枝打ち 切捨間伐 搬出間伐 森林作業道 

宇摩森林組合ほか 四国中央市ほか 2.14 64.37 0.18 13.59 13.39 3,291 9,792,470 

③ 未整備森林間伐事業
(単位：ha、円) 

業体名 実施箇所 

実    績 

補助金額 公的森林整備 間 伐 等 

面積 補助金額 面積 補助金額 

いしづち森林組合ほか 西条市ほか 31.67 8,384,400 664.86 18,600,000 26,984,400 
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森をつくる活動 

４ 事業期間 平成２７年度～平成３１年度 

５ 全体計画 

事業内容 H 27 H 28 H 29 H 30 H 31 計 

計
画 

森林整備戦略的取組支援事業(ha) 0 27 400 450 450 1,790 

自伐林家支援事業(ha) 61 70 70 100 100 401 

未整備森林間伐事業(ha) 725 680 600 700 700 3,405 

補助金額(千円) 69,174 417,621 328,000 405,000 407,000 1,626,795 

うち森林環境税(千円) 69,174 169,380 133,000 164,000 165,000 700,554 

実
績

森林整備戦略的取組支援事業(ha) 0 32.32 32.32 

自伐林家支援事業(ha) 51.62 93.67 145.29 

未整備森林間伐事業(ha) 919.34 696.53 1,615.87 

補助金額(千円) 65,643 54,720 120,363 

うち森林環境税(千円) 65,643 44,425 110,068 

実施箇所 松山市他 四国中央市他 
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森をつくる活動 

②集落等山地災害危険地区整備事業

「山地災害危険地区」のうち土砂流出防止機能等が著しく低下し、降雨によって集落等に被害を及ぼ

す恐れのある地区の森林について、本数調整伐等を実施し、下層植生を導入するなど土砂流出防止機能

の高い健全な森林へと誘導します。 

１ ポイント 

近年、局地集中型豪雨や大規模地震等の異常天然現象が増加する傾向にあり、山地災害の様相が大きく

変化していることから、継続的な公共治山事業と併せて、これまで想定していなかった山地災害に対する

新たな対応が求められています。 

本事業では、公共治山事業として採択されない「山地災害危険地区」のうち土砂流出防止機能等が著し

く低下し、降雨等で集落等に被害を及ぼす可能性が高い地区の森林等を緊急に整備して山地災害危険地の

解消を図ることしています。 

２ 事業内容 

(1) 渓流タイプ 
・本数調整伐（間伐率 40％程度） 
・簡易木製構造物（木製ダム・柵工等） 
・堆積物除去 

  （渓流内に異常堆積した流木等の除去） 
・その他森林機能回復のために必要なもの 

(2) 山腹タイプ 
・本数調整伐（間伐率 40%程度） 
・簡易木製構造物（木製土留工、柵工等） 
・その他森林機能回復のために必要なもの 

【実施場所】県が定めている山地災害危険地区であっ
て、民有林治山事業の採択基準を満たさな
い箇所であること。 

【事業主体】県 
【採択要件】 

林分が過密化等して土砂流出防止機能等が低下し
ている箇所で、次のいずれかに該当するもの。 
① 渓流タイプ

現に森林が荒廃等して渓流に土砂の流出が認め
られる箇所で、整備対象森林面積が 10ha 以上、か
つ、１箇所の工事費（年度計画額）が 500 万円以上
であること。 

② 山腹タイプ
人家５戸以上の集落後背部の森林で、整備対象面

積が５ha 以上、かつ、１箇所の工事費（年度計画額） 
  が 250万円以上であること。 

３ 平成 28年度実績  

（１）実施額 34,914千円（事務費含む） 

（２）実施状況 

四国中央市中曽根町・金砂町（中曽根）  今治市菊間町中川（中川） 
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４ 事業期間  平成２７年度 ～ 平成３１年度 

５ 全体計画 

事業内容 H27 H28 H29 H30 H31 計 

計
画 

山地保全面積 70ha 70ha 50ha 60ha 70ha 320ha    

事業費 34,500千円 35,000千円 20,000千円 33,000千円 35,000千円     157,500千円 

うち森林環境税 34,500千円 35,000千円 20,000千円 33,000千円 35,000千円     157,500千円 

実
績 

山地保全面積  50.7ha 50.7ha 

作業歩道等 728.0m 1,110m 

事業費 32,985千円 34,914千円 千円 千円 千円 67,899千円 

うち森林環境税 32,985千円 34,914千円 千円 千円 千円 67,899千円 

実施箇所 

四国中央市(1) 
西条市(1) 
今治市(1) 
内子町(1) 
西予市(1) 
宇和島市(1) 

四国中央市(1) 
西条市(1) 
今治市(1) 
大洲市(1) 
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　　　　　　区分 予防措置

市町村 樹幹注入 伐倒駆除 特別伐倒駆除

323.55ｍ3 6m3 41m3 370.55m3

8,262(1,791)千円 363千円 2,650千円 11,275(1,791)千円

147.7m3 125.24m3 272.94m3

4,445(1,111)千円 2,327千円 6,772(1,111)千円

5.06m3 5.06m3

167千円 167千円

26.56m3 26.56m3

423(76)千円 423(76)千円

497.81m3 136.30m3 41m3 675.11m3

13,130(2,978)千円 2,857千円 2,650千円 18,637(2,978)千円

（注）(　)書きは森林環境税額。

計

今治市

伊予市

東温市

久万高原町

計

駆除措置

１ ポイント 
県木である松を守るため、地域住民やボランティアの活動を通じた、抵抗性マツ等の植栽等緑豊か

な地域づくりをするための松林保全活動に対し、支援を行うこととしており、従来から行っている空

中散布、地上散布の予防措置と被害木の伐倒駆除の駆除措置を効果的に組み合わせ、引き続き適切な

防除に努めることとします。 

２ 事業内容 
（１） 松のみどりを守る活動事業（森林環境税を活用） 

【伐倒駆除・樹幹注入】 

樹幹注入により松林の保全を図り、伐倒駆除により発生源の除去を行う。 

【松林保全活動】 

   地域のボランティアにより、抵抗性マツ等の植栽等を行うもの。 

区 分 

市町名 
松林保全活動 

計 

今治市 

１箇所（志島ヶ原） 

110(50)千円 

１箇所 

110(50)千円 

計 

１箇所 

110(50)千円 

１箇所 

110(50)千円 

（注）( )書きは森林環境税額。 

（２）ナラ枯れ対策事業（森林環境税を活用） 

  全国的に猛威をふるっているカシノナガキクイムシの早期発見・早期防除を行う。  

区 分 

市町名 
伐倒事業 

伊予市 

31m3 

400(400)千円 

（注）( )書きは森林環境税額。 

③松林等保全事業(一部森林環境税事業）

県木である松を守るため、地域住民やボランティア等による抵抗性マツ等の植栽等、

県民参加による松林保全活動を通じ、緑豊かな地域づくりを推進します。また、重要な

松林を対象に松くい虫薬剤処理を行い、松林の保全を行います。 
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３ 平成 28年度実績額 

（１）実績額  ３，０３３千円（全体事業費２６，２０９千円） 

（２）実施状況 

松林保全活動   

                   

     今治市桜井（植栽状況） 

４ 事業期間  平成２７年度～平成３１年度 

５ 全体計画 

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 計

399.9 505 505 505 505 2419.9

47.92 755 755 755 755 3067.92

1 1 1 1 1 5

50

21

16,483 16,560 46,617 46,617 46,617 202,951

1,296 3,710 10,488 10,488 10,488 43,248

243 177

262 498

1 1

12 31

32,202 26,209

1,296 3,033

伐倒駆除(今

治市、伊予

市、東温市)樹

幹注入(今治

市、伊予市、

久万高原町)、

松林保全活動

（今治市)、抵

抗性マツの供

給、ナラ枯れ

対策事業(伊

予市)

伐倒駆除(今

治市、伊予

市、東温市)樹

幹注入(今治

市、伊予市、

久万高原町)、

松林保全活動

（今治市)、抵

抗性マツの供

給、ナラ枯れ

対策事業(伊

予市)

（注）(　)書きは森林環境税額。

実施場所

実績

伐倒駆除量（m3）

樹幹注入量(m3)

松林保全活動箇所数

ナラ枯れ対策事業(伐倒)(m3)

事業費（千円）

うち森林環境税（千円）

50
21　　　　　　  　　(伐倒) 　(m3)

事業内容

計画

伐倒駆除量（m3）

樹幹注入量(m3)

松林保全活動箇所数

ナラ枯れ対策事業(樹幹注入)(本)

事業費（千円）

うち森林環境税（千円）

（今治市 志島ヶ原） 
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④フォレスト・マイスター養成支援事業（一部森林環境税事業）

公益的機能を持つ森林を面的・効率的に整備する林業技術者(ﾌｫﾚｽﾄﾜｰｶｰ)と作

業管理者(ﾌｫﾚｽﾄ・ﾏｲｽﾀｰ)を養成するとともに、異業種から参入する事業体及び従

事者に林業技術者を養成する研修を実施します。 

１ ポイント 
森林の持つ公益的機能を発揮するためには、適切な森林整備とそれに伴う木材生産の実施、搬出さ

れる木材の多面的利用を推進する必要があります。しかし、森林整備を行う林業の担い手は、減少・
高齢化が進行しており、時代の要請に即した林業担い手の確保が急務となっています。
このため、県では就業初心者に現場作業で必要な基本的知識・技術・資格を取得する研修を実施し、

現場作業を行う林業技術者(フォレストワーカー)を養成するとともに、現場リーダー及び現場作業の管
理者（フォレスト・マイスター）を養成し、林業担い手の確保育成を図ります。
さらに、異業種から林業界へ新規に参入する事業体に対し、林業の基礎知識等に関する研修会や従業

員を林業技術者に養成する研修を実施し、幅広く林業の担い手を確保することとしています。

２ 事業内容 

(1)ﾌｫﾚｽﾄﾜｰｶｰ養成コース 
対象人数 年間７名 
 【実績 １０名】 
研修期間 ２０日間 

森林整備に必要な基本的知識・技術・資格等の習得研修 

(緑の雇用担い手確保育成対策事業と共催で実施) 
○講習･実習内容

林業の基礎知識、造林技術、育林技術、伐採技術、機械の構造と仕組み 

○取得資格
玉掛技能講習、小型車両系建設機械（整地等）運転業務特別教育、伐木等の業務に係る特別教育、

刈払機取扱作業者安全衛生教育 

(2)林業架線作業技術ｺｰｽ 
対象人数 年間１４名 
 【実績 １３名】 
研修期間 ３０日間 

現場ﾘｰﾀﾞｰに必要な基本的知識・技術・資格等の習得研修 
○講習･実習内容
  架線知識、架線法令、架線力学、架線設計、架線の架設・撤去、集材機操作、ﾀﾜｰﾔｰﾀﾞ架設・撤去、

ｽｲﾝｸﾞﾔｰﾀﾞ架設・撤去、ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ実習、架線現場視察 
○取得資格
  林業架線作業主任者免許、小型移動式クレーン運転技能講習、簡易架線集材装置等の運転業務特別

教育、機械集材装置の運転の業務特別教育、荷役運搬機械等によるはい作業従事者安全教育 

(3)高性能林業機械作業技術ｺｰｽ 
対象人数 年間１２名 
 【実績 ８名】 
研修期間 ４２日間 

高性能林業機械活用およびコスト管理に必要な知識・技術･資格等の研修 
○講習・実習内容
  高性能林業機械の基本操作、高性能林業機械の構造と仕組み、ｽｲﾝｸﾞﾔｰﾀﾞ架設･撤収、システム運用

実習、間伐作業の技術・経営･ｺｽﾄ管理 
○取得資格
  大型自動車運転免許、車両系建設機械（整地等・解体）運転技能講習、不整地運搬車運転技能講習、 

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ運転技能講習、はい作業主任者技能講習、走行集材機械運転特別教育、伐木等機械運転特別教
育、簡易架線集材装置等の運転特別教育 

(4)森林施業ﾌﾟﾗﾝﾅｰ養成 
ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ研修 

対象人数 年間８名 
【実績 ７名】 

研修期間  4日間 

森林施業プランナーとしての更なるスキルアップを図り、提案型集約化施業の実践に欠かせない経営管
理をトータル的に指導できる者の育成強化 
○講習・実習内容

  森林組合経営の意味・現状と課題、目標林型と育林技術、団地設計の考え方、作業道設計の考え方、
経営ビジョン・経営計画の考え方、作業システムと路網、作業システムと林業機械 等 

(5)異業種等新規参入促進支 
援事業 
対象人数 年間３０名 
【実績 １５名】 

研修期間 1 日 

異業種等から新規参入する事業体を対象に、林業の基礎知識等の研修会及び林業従事者を養成する研
修を実施するとともに、先進林業事業体の受入れ研修に参加させる。 
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３ 平成 28年度実績 

（１）実績額（見込み） 

１４，０２０千円（全体事業費１５，９６１千円） 

（２）実施状況 

フォレストワーカー養成コース     林業架線作業技術コース 

高性能林業機械作業技術コース     森林施業ﾌﾟﾗﾝﾅｰ養成ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ研修 

４ 事業期間 

 平成 27年度 ～ 平成 31年度 

５ 全体計画 

事業内容 H27 H28 H29 H30 H31 計 

計
画 

森林整備面積 ４０ha ４０ha ４０ha ４０ha ４０ha ２００ha 

研修受講者数 ７３人 ９３人 ９３人 ９３人 ９３人 ４４５人 

事業費 14,845千円 16,701千円 16,701千円 16,701千円 16,701千円      81,649千円 

うち森林環境税 12,904千円 14,760千円 14,760千円 14,760千円 14,760千円      71,944千円 

実
績 

森林整備面積 ３７ha    ４１ha   ha    ha ha ７８ha 

研修受講者数 ７１人    １２７人 人     人    人 １９８人 

事業費 14,471千円 15,961千円 千円 千円 千円 30,432千円 

うち森林環境税 12,693千円 14,020千円 千円 千円 千円 26,713千円 

実施箇所 県内一円 県内一円 県内一円 県内一円 県内一円
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⑤ 里山放置竹林対策モデル事業

里山の放置竹林の水土保全機能等の回復を図るため、モデル的に全伐、広葉樹へ

樹種転換を図るとともに、竹資源の地域利用促進に向けた検証・斡旋を行います。 

１ ポイント 

近年、安価なタケノコや竹製品の輸入等により放置された竹林は、近接する森林等へ侵入拡大し、里

山の景観を損ね有害鳥獣の被害拡大や、水資源かん養機能等の公益的機能の低下が懸念されています。 

このため、里山地域の放置竹林について、水土保全機能等の回復を目的とし、県が事業主体となり対

象竹林の必要な調査を行った上で、モデル的に全伐し広葉樹へ樹種転換を図るとともに、竹資源の地域

利用をモデル的に検証・斡旋していくものです。 

２ 事業内容 

  里山地域の放置竹林で、整備が必要と見込まれる放置竹林がまとまって多く存在する地区を重点地区

と位置づけ、竹林所有者との施業協定締結が行われた箇所について、モデル的に全伐し広葉樹へ樹種転

換を図るとともに、竹資源の地域利用について検証・斡旋を行います。 

(1) 事業対象放置竹林の実態調査（１～５年目：平成 27～31 年度） 

・対象竹林の土地境界調査 

・対象竹林の所有者との施業協定書の作成 

(2) モデル竹林の整備（１～５年目：平成 27～31 年度） 

・竹林整備（放置竹林の全伐及び侵入竹除去）と広葉樹の植栽 

・竹利用の搬出、獣害対策 

・作業道の開設（幅員 2.5ｍ以下） 

・下刈り（植栽後、次年度以降に実施） 

(3) 地域利用の検証・斡旋 

・竹資源の地域利用を進めるための検証（粉砕・運搬等）と斡旋 

３ 平成 28年度実績  １５，１０４，６１６ 円（全体事業費 ２７，０８８，８００ 円） 

(1) 事業対象放置竹林の実態調査 

地 区 名 
西条市 

大保木地区 

今治市玉川町 

法界寺地区 

上島町 

岩城地区 

松山市北条 

猪木地区 

宇和島市三間町 

是能地区及び 

鬼北町出目地区 

境界確認面積 1.67ha 1.20ha 0.52ha 1.23ha 1.00ha 

施 業 協 定 数 3人 5人 5人 2人 2人 

委 託 先 いしづち森林組合 越智今治森林組合 越智今治森林組合 松山流域森林組合 南予森林組合 

委 託 金 額 164,000円 168,000円 143,000円 173,000円 123,000円 

委 託 期 間 28.5.28～28.6.30 28.6.23～28.7.22 28.11.12～28.11.30 28.9.16～28.10.14 28.6.8～28.7.7 
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(2) モデル竹林の整備 

地区名 
西条市 

大保木地区 

今治市玉川町 

中村地区 

今治市玉川町 

法界寺地区 

上島町 

岩城地区 

松山市北条 

猪木地区 

竹林整備面積 1.45ha 0.57ha 1.20ha 0.45ha 1.23ha 

作業道開設延長 486ｍ 223ｍ 600ｍ 214ｍ 332ｍ 

下刈面積 - - - 100.0ｍ3 - 

竹利用搬出材積 204.8ｍ3 110.0ｍ3 110.0ｍ3 - 50.0ｍ3 

委託先 いしづち森林組合 越智今治森林組合 越智今治森林組合 越智今治森林組合 松山流域森林組合 

委託金額 5,454,000円 3,568,000円 5,230,000円 4,119,000円 4,266,000円 

委託期間 28.10.6～29.3.17 28.10.6～29.3.14 28.10.6～29.3.14 28.12.23～29.6.30 28.11.23～29.3.17 

地区名 
東温市 

則之内地区 

内子町 

重松地区 

宇和島市三間町 

是能地区 

竹林整備面積 - - 0.61ha 

作業道開設延長 - - 346ｍ 

竹利用搬出材積 - - - 

下刈面積 1.51ha 0.93ha - 

委託先 松山流域森林組合 内子町森林組合 南予森林組合 

委託金額 756,000円 442,800円 2,402,000円 

委託期間 28.6.4～28.10.31 28.6.25～28.10.4 28.10.29～29.3.17 

施工前    施工後 
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森をつくる活動 

４ 事業期間  平成２７年度 ～ 平成３１年度 

５ 全体計画 

事業内容 H27 H28 H29 H30 H31 計 

計画 

実態調査 3地区   3地区 3地区 3地区 3地区 15地区   

竹林整備（ha） 6 9 9   9   9     42 

検証・斡旋 1 1 1     1     1 5 

事業費 15,330千円 28,968千円 34,564千円 40,180千円 45,796千円 164,838千円 

うち森林環境税 9,665千円 15,127千円 19,343千円 23,759千円 27,814千円 95,708千円 

実績 

実態調査 4地区   6地区 

竹林整備（ha） 4.81 5.51 

下刈（ha） － 2.44 

検証・斡旋 
1 1 

事業費 15,330千円 27,888.8千円 

うち森林環境税 9,665千円 
15,104.616 

千円 

実施地区 

今治市中村 
東温市則之内 
大洲市新谷 
内子町重松 
（４地区） 

竹林整備 
西条市大保木 
今治市中村 
今治市法界寺 
上島町岩城 
松山市猪木 
宇和島市是能 

（6地区） 
下刈 
東温市則之内 
内子町重松 

（2地区） 
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森をつくる活動 

⑥有害鳥獣総合捕獲事業

（ニホンジカ緊急捕獲事業、ニホンジカ狩猟捕獲森林保全対策事業）
ニホンジカによる農林水産業等に係る被害を軽減し、森林等の公益的機能の保全

や農林業従事者の生産意欲の減退を防ぐため、市町が行うニホンジカ捕獲事業を支

援します。 

１ ポイント  

  近年、ニホンジカによる森林被害や農作物被害が深刻化しているため、市町が行うニホンジカ捕獲事 

業を支援し、ニホンジカの捕獲を強化します。 

２ 事業内容 

（１）ニホンジカ緊急捕獲事業 

①補助対象

市町が、ニホンジカの捕獲を強化するため、狩猟期間を除く期間に、銃器又はわなによ

り、平成２１年度の当該市町における有害鳥獣捕獲数を超える数のニホンジカを捕獲した

者に対し、奨励金の交付等を行うのに要する経費に対して補助  

②補助率 １／２以内 

③基準経費  １０，０００円／頭 

（２）ニホンジカ狩猟捕獲森林保全対策事業 

①補助対象

  市町が、森林等の保全のため、狩猟期間中に、銃器又はわなによりニホンジカを捕獲し

た者に対し、奨励金の交付等を行うのに要する経費に対して補助 

②補助率  １／２以内 

③基準経費 １０，０００円／頭

３ 平成 28年度実績  １４，７３５千円 （全体事業費 ３６，０７４千円） 

４ 事業期間  平成２７年度～平成３１年度 

（平成２９年度以降は、第３次愛媛県ニホンジカ適正管理計画の策定に伴い事業計画の見直し） 

５ 全体計画 

事業内容 H27 H28 H29 H30 H31 計 

計
画 

捕獲計画数（全体） 4,579頭 4,579頭 8,315頭 8,315頭 8,315頭 34,103頭 

捕獲計画数  
（森林環境税分） 3,171頭 3,171頭 7,871頭 7,871頭 7,871頭 29,955頭 

事業費 31,710千円 31,710千円 78,710千円 78,710千円 78,710千円 299,550千円 

うち森林環境税 15,855千円 15,855千円 39,355千円 39,355千円 39,355千円 149,775千円 

実
績 

捕獲実績数（全体） 4,878頭 4,676頭  9,554頭 

  捕獲実績数 

（森林環境税分） 
3,520頭 3,352頭  6,872頭 

事業費 37,621千円 36,074千円  73,695千円 

うち森林環境税 15,855千円 14,735千円 30,590千円 

実施市町 

15市町 
松山市、今治市、
宇和島市、新居浜
市、西条市、大洲
市、伊予市、四国
中央市、西予市、
東温市、久万高原
町、内子町、松野
町、鬼北町、愛南
町 

15市町 
松山市、今治市、
宇和島市、新居浜
市、西条市、大洲
市、伊予市、四国
中央市、西予市、
東温市、久万高原
町、内子町、松野
町、鬼北町、愛南
町 

ニホンジカにより
森林被害及び農作
物被害を受けてい
る市町 

ニホンジカにより
森林被害及び農作
物被害を受けてい
る市町 

ニホンジカにより
森林被害及び農作
物被害を受けてい
る市町 
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様式１ 森をつくる活動 

⑦特定鳥獣保護管理計画推進事業

 ニホンジカによる生態系被害等を抑制するため、個体数を適正に推定するための

生息調査等を実施するとともに、これまで捕獲圧の及ばなかった高標高地域等で

の、個体数調整を目的とした計画的な捕獲を実施しました。 

１ ポイント 

ニホンジカの保護管理については、適正管理計画に基づき適正な生息数の維持を図っているところで

すが、農林業被害等が深刻な状況にあることから、次期適正管理計画への策定に向けて、より有効性の

あるデータ収集を行うために、生息密度調査等を実施し、個体数を推定しました。 

また、平成 25年 12月、国が「抜本的な鳥獣捕獲強化対策」をとりまとめ、ニホンジカの個体数を平成

35年度までに半減させることを目指すとしたことを受け、この捕獲目標の達成のため、新たに創設された

認定鳥獣捕獲等事業者等による積極的な個体群管理を推進しました。 

２ 事業内容 

ニホンジカの食害による自然植生の喪失を早期かつ確実に抑制・防止するため、石鎚山系及び石鎚山

系に侵入が危惧される東予東部地域、東予西部・中予北東部地域の個体数調整を行うとともに、被害の

著しい南予南部地域の個体数調整を、集中的かつ広域的に実施しました。 

３ 平成 28年度実績額  ５,７９５千円（全体事業費１７,４７１千円） 

東予東部地域 

東予西部・中予北東部地域 

南予南部地域 

石鎚山系 
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様式１ 森をつくる活動 

４ 事業期間  平成 27年度 ～ 平成 31 年度 

５ 全体計画 

事業内容 H27 H28 H29 H30 H31 計 

計
画 

調査地点数 
（生息密度） 

8 39 39 39 39 164 

調査地点数 
（植物被害） 

17 40 57 

捕獲従事者数（延べ） － 400人 400人 400人 400人 1,600人 

事業費 9,152千円 17,876千円 27,028千円 

うち森林環境税 897千円 8,349千円 9,246千円 

実
績 

調査地点数 
（生息密度） 

40 40 39 

調査地点数 
（植生衰退度） 

80 － 80 

捕獲従事者数（延べ） － 496人 － 

事業費 9,152千円 17,471千円 

うち森林環境税 650千円 5,795千円 

実施箇所 

[生息密度調査]
県内40地点 
[植生衰退度調
査]県内80地点 

[生息密度調査]
県内40地点 
[捕獲箇所] 
石鎚山系、東予
東部地域、東予
西部・中予北東
部地域、南予南
部地域 
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